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宮城県幼児教育センター
（宮城県教育庁義務教育課）
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幼児期を生涯にわたる人格形成の基礎を培う時期，すなわち

「学ぶ土台づくり」の時期として捉え，家庭や幼稚園・保育

所・認定こども園などのいずれにおいても充実した幼児教育

が行われ，小学校へ入学する時期までに，子供たちが豊かな

心情や学ぼうとする意欲，健全な生活を送る態度などを身に

付けることを目指す。
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「子供たちに関わる大人自身」も子供たちにとっては

環境のひとつです。

子供たちは，周りの環境と関わり合いながら育つため

健やかに成長していくための環境づくりがとても大切

です。
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宮城県の将来を担う全ての子供たちをみんなではぐくむ

ため，この指針を活用して，それぞれの立場に応じて，

できることから少しずつでよいので実践してみてくださ

い。
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元気いっぱい，夢いっぱい，瞳かがやく“みやぎっ子” 
～ 遊びや自然・人とのかかわりを通して，豊かな心をはぐくむ ～ 

 

 
夢をはぐくみ志に高める 

人と『かかわる』 よりよい生き方を『もとめる』 社会での役割を『はたす』 

遊びを通じた学び 接続 

小学校・中学校・高等学校等を通じた「みやぎの志教育」につながる「就学前の幼児期の教育・保育の理念」 

令和３年３月 宮城県・宮城県教育委員会 

目指す 

子供の姿 

みやぎの志教育 

伸び伸びと遊ぶ子供 

  
親子間の愛着形成の促進 

 取組１ 親子でのふれあいのすすめ 

基本方向１ 

心身共に健やかな子供 

 
基本的生活習慣の確立 

 取組２ 運動・食事・睡眠のすすめ 

基本方向２ 

子供が夢中になって遊べる環境 

 

幼児教育の充実のための環境づくり 

 取組７ 幼児期の教育・保育の質の向上 

 取組６ 子供の多様性に応じた支援 

 取組４ 親の学びと育ちの支援の充実 

 取組５ 地域の支援体制の充実 

基本方向４ 

骨太でたくましい子供 

  
豊かな体験活動による学びの促進 

 取組３ 心動かされる体験活動のすすめ 

基本方向３ 

みやぎの学ぶ土台づくり 
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空・土

「志教育」につな
がる普遍の理念
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取り組む主体を表示
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宮城県は，正確な実態把握により現状・課題を

分析・整理して各主体と共有し，各主体は，現

状・課題に応じてそれぞれの取組を改善をしてい

くという，ＰＤＣＡサイクルによる評価・検証を

行います。

社会状況の変化や宮城県の幼児教育の現状・課

題に応じて，この指針が常に適切なものとなるよ

う不断の見直しを行います。
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宮城県の将来を担う全ての子供たちをみんなで

はぐくんでいくためには，大人たちが一人一人の

子供のために行動していくことが必要です。どの

主体の役割も欠くことはできません。

この指針により「元気いっぱい，夢いっぱい，

瞳かがやく“みやぎっ子”」を目指し，みんなで

幼児教育に関わる意識をもち，各主体間で連携・

協力しながら取り組んでいきましょう。


